
安全ニュース 10 月号 
 ～今年も転倒事故が減りません！安全就業はまず足元の確認から～ 

（公社）鹿児島市シルバー人材センター 事務局 

 

 

令和４年度安全スローガン 「無理と無茶 焦る心が事故を呼ぶ 今日も楽しく安全就業」 

 

 

会員の皆様へ（急募） 
センターでは屋外作業（剪定・草刈り・草取り）、襖・障子張りを行う会員
が不足しています。ご協力、ご興味のある会員様、事務局 業務第二係まで 
ご連絡ください。（TEL：252-4661） 

「安全心得 10箇条」をよく読んで、必ず実行して 

事故の未然防止に最善を尽くしましょう。 

 

【安全心得 10箇条】 

1. 作業は、安全第一を心がけ、急いだり、慌てたり 

しないこと。 

2. 器具類は、使用する前に必ず点検すること。 

3. 服装、履物は、作業にあった動きやすいものに 

すること。 

4. 作業前には、軽い柔軟体操をして体をほぐすこと。 

5. 加齢による諸機能の低下を十分に認識し、無理を 

しないこと。 

6. 就業現場は、常に整理整頓に心がけること。 

7. 共同作業では、合図、連絡を正確に行うこと。 

8. 酒気を帯びての就業は、絶対に慎むこと。 

9. 健康には常に注意し、良好な状態で就業すること。 

10. 仕事の前日は十分睡眠をとるよう心がけること。 

事故件数の推移（上半期） 

 R２年度 R３年度 R４年度 前年比 

受託 派遣 受託 派遣 受託 派遣 受託 派遣 

傷 害 10 8 9 6 5 8 △4 2 

賠 償 12 2 18 4 8 2 △10 △2 

計 22 10 27 10 13 10 △14 0 

今年度、事故件数は減っていますが、就業中・就業途上の転倒事故が増えています。

（傷害事故 13件中 8 件：全体の 61.5％） 

  高齢者の転倒の約 60％は躓きや滑りなどです。足元の確認と加齢による体力低下を 

認識し、就業中・就業途上における転倒事故を防ぎましょう。 

●会員の皆さん  

あなたの心がけひとつで「けが」は防げます。いつも健康な身体で、無理せず、楽し

く仕事をすることが最も大切です。 

  仕事の行き帰りも仕事のうち、交通事故にも十分な注意を払ってください。 

「これくらいは大丈夫だろう」「面倒くさい」などと考えず、会員一人一人が安全意識 

を持って、事故ゼロを目標に取り組みましょう。 

 


